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研究設備マネジメントの中核を担うGFC総合システム

研究設備・機器の環境
マネジメントを担う統
括部局であるGFCでは、
設備共用の推進と運用
を支える共通基盤とし
て、「GFC総合システ
ム」を提供しています。

オープンファシリティサービス（通称：OF）
• 本学が保有する多種多様な先端研究機器を学内外の研究者の

皆様に対して円滑にご利⽤いただくためのサービス
• 装置を時間貸しする「装置利⽤」と装置管理者に操作をお願

いする「委託分析利用」の２種類から利⽤⽅法を選択可能
• 1時間毎の料⾦体系

機器分析受託サービス（通称：IA）
• ⻑年培ったノウハウをもとに専任の技術職員が確かなデータ

を提供する
• 技術連携統括本部GFC機器分析・オープンファシリティユ

ニットに所属する職員が技術提供
• １件毎の分析料⾦体系
• 学外利⽤者向けの分析約款あり

設備市場
• 北海道大学が保有する研究機器の学内における再活用の促進

を行う

• ストックハウスの運用

サービス利用対象者
 北海道大学内の教職員・学生・研究員の方々
 北海道大学外の大学・高専または公的研究機関に所属して研究

開発を行っている方々
 北海道大学外で，本センターの目的に沿った研究開発に従事し

ている企業や施設の研究者
※ 設備市場サービスは，2018年4月現在，北海道大学の職員のみ利用できます。

GFC総合システムを支える主なステークホルダー

GFC総合システム

北海道大学研究設備データベース（HURED）の搭載

＜対象：学内，学外＞

＜対象：学内，学外＞

＜対象：学内＞

GFC総合システムから排出される基礎データを活用した研究基盤IR

GFC総合システム内で稼働する3つのサービス

GFC総合システムは、上記3サービスに関する以下の業務を一元的に管理・運用
できるよう設計されています。
 各種利用登録
 装置利用予約
 受託分析受付
 設備の登録・売買
 料金請求作業

これらすべてを、ひとつのWEBシステム上で完結できます。

さらに、予約機能や料金精算機能のみの部分的な利用も可能であり、本学が掲げ
る設備共用の考え方に沿って、各機関の運用形態やニーズに応じた柔軟な活用を
実現しています。

設備共用の推進と運用を支える共通基盤「GFC総合システム」

一元管理 × 柔軟運用

2025年4月には、北海道大学研究設備データベース（HURED）を刷新し、1,200
台を超える研究設備情報を公開しました。

これらの情報はGFC総合システム内に格納されており、検索・閲覧・利用申請など
に活用されています。

GFC総合システムは、本学全体の研究設備マネジメントの中核を担い、
研究基盤IRの基礎データの提供を通じて日々の研究活動を力強く支えています。

• システム管理者（GFC）
• 請求管理者（研究支援課会計）
• 設備市場部局管理者（各部局会計）
• ストックハウス管理者（資産運用管理課）

設備登録数 1,231件
（2025年7月現在）

平均利用者数

のべ3,664名/年
新規登録者数

14名/週平均
予約・受託件数

94件/日平均
システムを介して精算した利用料金

約1億7,457万円/年
GFC総合システム関係者

総勢 222名
装置管理者、受託分析担当者、事務担当者（GFC、研究支援課、学部会

計担当、資産運用管理課）の総数

システム運用実績

321台
2025.10.1現在

12カテゴリ

5カテゴリ

22台
2025.10.1現在

登録装置

すべての研究者が
必要な研究設備・機器にアクセスできる持続的な環境を構築

カテゴリー1

北海道大学オープンファシリティ使用規程ならびに北海道大学技術
連携統括本部総合研究基盤連携センター分析・加工受託規程に則り、
装置利用・委託分析利用や受託分析の用途に提供される設備

※1台で両サービスに用いられるケースもある

GFC総合システムを使用

GFC総合システムを未使用

カテゴリー2
独自の規程等が整備され、GFC総合シ
ステムを活用している設備
2-1. 学内外共用 （ARIM事業関係装置）
2-2. 学内限定

カテゴリー3
独自の規程等が整備され、かつ、独自の
システムで運営している設備
3-1. 学内外共用
3-2. 学内限定

カテゴリー4
特殊用途や利用頻度が高く
共用に適さない設備

学内外共用

コアファシリティの理解が深まる
につれ、各関係機関の機能強化が
進み、カテゴリー3からカテゴ
リー１や２への移行が着実に進行
しています。

• IA・OF管理者管理者（GFC）
• 装置管理者（登録装置の管理担当者）
• 装置登録担当者（GFC）

GFC総合システムのご案内 オープンファシリティ装置登録関連情報サイト（学内限定）

データ連携・多次元集計データ集約 レポート・分析

GFC総合システム

• ユーザー管理認証システム
• 機器分析受託システム
• オープンファシリティ予約

利用システム
• 設備市場システム
• ARIM予約利用システム
• 会計徴収システム
• 財務会計データ
• 人事データ
• 資産台帳データ

集計 可視化

GFC総合システム

利用者装置供出者
（装置管理）

研究基盤IR

統括部局GFC
（システム全体管理）

研究基盤高度化委員会

共同研究機会の創出

研究基盤連携ネットワーク

論文

発明

学位取得

研究開発

社会貢献

人財育成

利用料収入
運営・調整
モニタリング

利用料
配分

お役立ち情報発信

アウトプット情報の蓄積

アウトプット情報の蓄積

持続可能なWell-being社会の実現
GFCのミッション
１．卓越した研究基盤の提供（Excellence）
２．技術と社会をつなぐ架け橋（Extension）
３．持続可能な未来への貢献（Sustainability）

事例１ 事例2

共用設備 カテゴリー１についての分析（2021年版）

HURED登録装置に対する　共用装置の割合

装置カテゴリ
HURED
登録台数

OF
運用台数

受託
専用台数

共用
装置割合

磁気共鳴装置 38 30 79%
X線関連装置 22 13 59%
顕微鏡(電子) 45 21 47% 共用化率は高い
微細加工・表面加工装置 92 48 52%
質量分析装置 45 24 6 67%
専用測定装置 106 17 16%
物性測定装置 50 15 30%
分光分析装置 97 30 31%
前処理装置 138 18 13%
顕微鏡(光学) 86 26 30%
顕微鏡(その他) 17 8 47%
クロマトグラフ 65 4 4 12%
周辺設備 101 6 2 8%
バイオ関連分析装置 155 39 4 28%
その他 153

※HURED2025.5現在のデータより集計
※一部装置の重複登録あり
※OF運用装置の中に、受託分析とOFの共用装置を含む

事例3

2026.1.11

装置別稼働状況確認（β版）
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